
王
陽
明

の
思
想
と
六
祀
法
審
ハ壇
経

王
陽
明
の
思
想

こ
六
租
法
寳
壇
経

{
ご

久

須

本

文

雄

王
陽
明

の
思
想
と

「
六
祀
法
寳
壇
脛
」

(
擦
國
繹
縄
學
大
成
本
)
に
於
け
る
六
祀
慧
能
の
暉
思
想
と
に
就
て
共
の

爾
者
の
關
係
を
少
見
せ
ん
と
す
。

陽
明
哲
學
の
基
調
と
す

る
所
は
暉
學
と
同
じ
く
唯

心

一
元
論
的
思
想
に
し
て
此
の
唯

一
絶
封
的
な
る
統

一
的
な
本

然
的
な
難
膿
の
實
相
を
假
名
的

に
良
知
或
は
天
理
と
稽
謂

せ
し
な
り
。
此
の
所
謂
良
知
は
灘
學

に
於
け
る
自
性
或
は

眞
如
の
當
膣
に
し
て
六
租
慧
能

の

「
無

一
物
」
、
趙
州
の

「
無
」

に
相
當
し
爾
、
臨
濟

の

「
一
喝
」
、
徳
山
の

「
三
十

棒
」
、
天
龍

の

「
一
指
」
等
は
総

て
此
の
言
詮
不
及
底
の
妙
膣
を
よ
り
具
膿
的
活
動
的

に
表
現
せ
し
な
り
。
陽
明
は
灘

學

の
如
く
直
接
的
経
験
に
依

り
て
超
越
的
霊
膿

の
相
を
端
的
に
把
佳
す
る
も
之
を
直
下
に
最
も
具
膣
的
事
實
的
に
然

も
躍
動
的
に
提
示
す

る
所
、
灘
學

に
比
し
精
々
稀
薄

に
し
て
迫
力
も
乏
し
き
如

く
畳
ゆ
。

王
灘
雨
學
共
に
異
名
同
膿
た
る
良
知
或
は
自
性
を
以
て
渾

一
な

る
絶
封
的
極
致
を
稽
呼
し
総

て
の
相
封
的
概
念
的

な
思
念
を
否
定
し
亡
絶

せ
し
最
も
直
接
具
騰
的
な
實
在
を
意
味
す
。
斯

の
如
き
實
膿

た
る
良
知
は
昭
明
霰
畳
の
妙
庭

蟹

た
る
本
性
即
ち
人
心
の
本
膿
を
表
詮
す
る
と
共

に
萬
物
を
生
成
化
育
す
る
宇
宙
の
本
騰

に
し
て
造
化

の
精
窪
な
も
。

＼
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心
之
虚
鯉
明
畳
即
所
謂
本
然
之
良
知
也
。

萬
物
根
源
総
在
心
。

良
知
是
造
化
的
精
霊
。

、
「
六
租
壇
経
」

に
於
て
も

自
心
佛
性
、

但
識
自
本
心
、
見
自
本
性
、

萬
法
鑑
在
自
心
、

自
性
能
含
萬
法
、

於
自
性
中
萬
法
皆
現
、

と
て
超
越
的
實
在

た
る
自
性
、

(
王

文
成

公
全

書
、

(
全
書

、
巻

二
〇
)

(
一全
書
、
巻

二
山ハ
)

(
付
薦

第

一
〇
)

(
同

・
上

)

(
般

若
第

二
)

(
同

上

)

/

(
臓
悔
第
六
)

巻
二
隆
慶
六
年
、
謝
廷
傑
編
、
三
十
八
雀
本
)

佛
性
が
自
心
の
主
宰
と
な
り
根
源
と
な
り
亦
、
萬
法
を
生
成
す

る
宇
宙

の
實
膿
と
な

る
。
、陽
明
が
心
の
本
膿
を
性
と
し
て
心
性

の
圭
客
騰

用
の
關
係
を
説
く
は

「
壇
経
」

に

心
是
地
、
性
是
王
、
王
居
心
地
上
、
性
在
王
在
、
性
去
王
無
、
性
在
身

心
存
、
性
去
身

心
壊
、

(
疑
問
第
三
)

と
記
す
る
如
く
心
を
地
ど
し
性
を
王
と
し
て
圭
從
的
相
帥
關
係
を
読
く
旨
と
符
を
合
す
る
如
し
。
而
し
て
本
鐙
的
良

知
が
虚
鰻
明
豊
な
る
妙
相
を
具
有
す

る
は
自
性
が
本
來
清
浄
霊
妙

に
し

て
圓
明
な
る
霊
膿
な
る
と
揆
を

一
に
す
。

何
期

自
性
本
自
清
浮
、

(
行
由
第

一
)

、
王
陽
…明
の
思
粗心と
六
祀
法
寳
壇
編
胴

、

(
二
)

晒
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王
陽
明
の
思
想
と
六
閥
法
寳
壇
輕

(
三
)

但
見
本
源
清
澤
畳
膣
圓
明
、

(
機
縁
第
七
)

良
知
或
は
眞
如
、
自
性
が
虚
塞
の
如
く
心
量
廣
大
無
邊

に
し
て
本
來
昭

々
霊

々
な
る
清
澤
的
實
相
な
る
を
以

て

若
圭
宰
定
時
、
與
天
蓮

一
般

不
息
、
錐
酬
酢
萬
愛
、
常
是
從
容
自
在
、

(
全
書
巻

一
)

未
螢
之
中
.即
良
知
也
、
無
前
後
内
外
而
渾
然

一
膿

者
也
、

(
全
書
巻

二
)

、

毫
髪
不
容
増
減
、
若
可
得
増
減
、
若
須
假
借
、
即
已
非
眞
誠
側
恒
之
本
膿
奥
、
此
良
知
之
妙
用
、

(
同
上
)

内
外

不
住

、
去
來
自
由
、
能
除
執

心
、
蓮
達
無
磯
、

(
般
若
第

二
)

不
断
不
常
、
不
來
不
去
、
不
在
中
間
及
其
内
外
、
不
生
不
滅
、
性
相
如
如
、
常
佳
不
遷
、
名
之
日
道
、

(
宣
詔
第
九
)

法
性
本
無
生
滅
去
來
、

(
付
囑
第

一
〇
)

へ

の
如
く
通
達
無
擬
去
來
自
在
に
し

て
内
外
方
圓
聾
臭
無
く
然
も
増
減
生
滅
す

る
事
無
き
妙
用
を
具
現
す

る
事
と

な

る
。
陽
明

の
所
謂
從
容
自
在
の
妙
境
を

「
壇
経
」

に
於
て
は

「
般
若
三
昧
」
(
第

二
)
と
も

「
無
念
行
」
(
第
四
)
と

も
或
は

「
一
行
三
昧
」

(
同
上
)

と
も
稽
し

て
分
別
妄
想
を
離
脱
し
正
直

心
を
以
て

一
切
諸
法
に
封
し
て
そ
の
儘
を

受
用
す
る
を
謂
ふ
。

,

良

知
の
宿
在
す
る
心
と
其

の
心
が
圭
宰

す
る
身
と
は
不
可
離
的
關
係

に
あ
る
も

の
に
し
て
灘
學

に
於

て
は
心
身

圃

如
、
性
相

一
如
、

(
性
相
如
如
「
機
縁
第
七
」
)
と
構
謂
し
て
物
心
の
合

一
に
し
て
分
離
す

べ
か
ら
ざ

る
を
説
く
。

"
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・
陽
明
も
宇
宙
帥

己
心
に
し
て
其

の
心
は
萬
化
の
根
源
を
な
し
而
し

て
心
は
帥
ち
理
、
理

は
氣
と
相
帥
不
離

に
し

て

物

心
不
二
観
を
提
唱
せ
し
な
り
。
而
し
て
宇
宙
間
の

一
切
萬
物
は
悉
く
精
霊
的
良
知
が
具
在
し

一
物
も
良
知
の
登
用

顯
現

に
非
ざ
る
無
き
を
以
て
人
的
良
知
は
即

ち

一
切
萬
物
的
良
知
で
此
の
唯

一
絶
封
的
良
知
の

一
元
的
観
鮎
よ
り
し

て
天
地
は
同
根
」
萬
物
は

一
膿
と
な
る
。

人
的
良
知
就
是
草
木
琵
石
的
良
知
…
…
…
蓋
天
地
萬
物
與

人
原
是

一
髄
、
其
費
籔

之
最
精
威
、
是
入
心

一
黙
霊
明

(
全
書
巻
三
)

聖
人
只
是
順
其
良
知
之
登
用
、
天
地
萬
物
倶
在
我
良
知
薮
用
流
行
中
、

(
同

上
)

か
く
陽
明
が
良
知
を
圭
膿
と
し
て
萬
有
の

一
膿
観
を
提
唱
す

る
は

物
物
皆
有
窩
性
、

(
頓
漸
第
八
)

令

一
切
衆
生

一
切
草
木
有
情
無
情

悉
皆
蒙
潤
、
百
川
衆
流
、
郡
入
大
海
、
含
爲

一
燈
、
衆
生
本
性
般
若
之
智
、
亦

復
如
此
、

・

.

ハ
般
・若
第
二
)

一
即

一
切

一
切
帥

一
、

(
同

上
)

と
て
萬
物
普

く
自
性
を
具
有

し
此
の
自
性
、
佛
性
に
基
き
て

一
膿
観
を
説
く
灘
旨
と
同
通
す
る
を
畳
ゆ
。
其
の
所
謂

「
一
即

唖
切
、

一
切
即

一
」
と
は
勿
論
本
膿
と
現
象
換
言

せ
ば
李
等
と
差
別

の
相
即
に
し
て
不
離
な
る
關
係
を
提
示
せ

し
も
の
φ
し
陽
明
の
説
く
所
と
類
す
。
彼
は

王
陽
…明
の
患
想
と
山ハ粗
法
寳
壇
輕

、

(
圏
)
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萌
王
陽
明
の
思
想
と
六
組
法
賓
壇
輕

り

,

(五
)

仁
人
之
心
以
天
地
萬
物
爲

一
膿
、

(
全
書
巻
五
)

と
て
仁
愛
の
心
よ
り
天
地
萬
物
を

一
膿
と
し
て
観
察
せ
し
も
の
で
仁
的
同
膿
観
は

「
大
學
問
」
(
全
書
巻

二
六
所
牧
)

等
に
詳
読
さ
る
。
陽
明
が
仁
愛

の
心
よ
り
萬
物
の
同
膿
観
を
説
く
駈

は

「
壇
脛
」

に
於

て
智
慧
を
四
分

せ
し
所
謂
四

智

の
中

の
即
ち
不
年
等
の
心
病

に
苦
憶
す
る
衆
生
を
見
て
李
等

の
大
慈
悲
心
を
螢
起
す
る
を
稽
謂
す

る
軍
等
性
智
の

旨
と
相
通
す
る
如
し
。

v

陽
明

の
所
謂
心
と
は
帥
ち
理
な
る
を
以
て
心
性
を
外

に
し
て
理
も
無
く
事
も
無
く
物
も
存
す
る
事
な
く
萬
理
我
心

に
嚴
然
と
し
て
具
備

せ
ざ
る
は
な
し
。
帥
ち

,

虚
霊
不
昧
、
衆
理
具
而
萬
事
出
、
心
外
無
理
、
心
外
無
事
、

(
全
書
雀

噸
)

天
下
無
性
外
之
理
、
無
性
外
之
物
、

(
全
書
巻

二
)

と
説
く
心
外
無
理
の
思
想
は
灘

の
所
謂
心
外
無
物
、
心
外
無
傭

の
露

に
し
て

の

吾
所
読
法
、
不
離
自
性
、
…
…
…
須
知

山
切
萬
法
、
皆
從
自
性
起
用
、

(
付
囑
第

閥
○
)

於
自
性
中
、
萬
法
皆
現
、

(
俄
悔
第
六
)

と
て

一
切
萬
法
は
心
即
ち
自
性
を
根
源
と
し
て
顯
現
し
此

の
自
性
を
離
れ

て
萬
法
は
存
せ
ざ
る
と
な
す

「
壇
輕
」

の

思
想
と
相
類
す
る
如
し
。

、
衆
理
、
萬
法
を
顯
現
し
そ
の
根
源
的
實
謄
た
る
良
知
、
自
性
は
之
を
人
格
的

に
假
り
に
表
現
し
て
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人
胸
中
各
有
箇
聖
人
、

(
全
書
巻
三
)

箇
箇

人
心
有
仲
尼
、

(
全
書
巻
二
〇
)

κ

本
性
是
佛
、
離
性
並
別
佛
、

(
般
若
第
二
)

自
心
佛
性
、

(
付
囑

第

一
〇
)

と
稽
謂
し
各
自
の
心
に
聖
人
、
佛
な
る
準
則
の
仰
ぐ

べ
き
も
の
が
嚴
存

し
て
善
悪
置
ハ妄
を
辮
知
す
る
道
徳
的
到
断
を

爲
す
根
本
的
指
導
精
紳
な
り
。
而
し
て
良
知
或
は
自
性
に
相
當
す
る
聖
人
、
佛
の
精
明
な
る
霊
燈

は
固
よ
り

是
其
霊
昭
之
在
人
心
、
亘
萬
古
而
無
不
同
、

(
全
書
巻
七
)

菩
提
般
若
之
智
、
世
人
本
自
有
之
、
、

(
般
若
第

二
)

三
世
諸
佛
十
二
部
脛
、
在
人
性
中
、
本
自
具
有

、

(
同

上
)

と
て
先
天
本
具

の
も

の
に
し
て
脛
験
的
作
爲
に
依
ら
ざ
る
事
、
王
職
爾
學
相
異
な
ら
ざ
る
な
く
良
知
の
固
有
読
は
佛

性
常
住

の
旨
と
等

し
き
な
り
。
か
く
の
如
き
良
知
、
自
性
或
は
般
若

の
智
は
人

々
本
具
個

々
圓
成

(
此
の
暉
語
を
用

ふ
帥
ち

「
人
人
自
有
個

々
圓
成
」

(
全
書
雀

一
)
)
底
の
も
の
に
し
て
此

の
難
性
を
聖
凡
賢
愚
共
に
等
し
ー
本
有
す
る

と
読
く
は
王
灘
雨
學

に
於
て
論

な
し
。

良
知
良
能
愚
夫
愚
婦
與
聖
人
同
、

(
全
書
雀

二
)

此
良
知
所
以
爲
聖
愚
之
同
具
、

(
全
書
巻
八
)

王
陽
…明
の
田心想
と
六
祀
法
蜜
壇
細
…

(
六
)
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王
陽
朋
の
思
想
と
六
胆
法
寳
壇
経

(
七
)

實
性
者
、
庭
凡
愚
而
不
減
、
在
賢
聖
而
不
増
、

(
宣
詔
第
九
)

而
し
て
萬
人
同

一
の
霊
性
な
6
を
以
て

一
念
開
悟

せ
ば
直
ち

に
聖
位
に
踏
り
得
。

一
念
悟
時
、
衆
生
是
佛
、

(
般
若
第
二
.)

愚
人
忽
然
悟
解
心
開
、
帥
與
智
人
無
別
、

(
同

上
)

之
陽
明
が

人
皆
可
以
爲
箋
舜
者
以
此
也
、

(
全
書
巻
八
)

と
て
各
人
自
内
存

の
良
知
を
膿
認
せ
ば
即
ち
発
舜
の
如
き
塁
人
に
な
り
得

る
と
す

る
所
と
相
通
ず
る
べ
し
。

ぷ

「
壇
経
」

に
所
謂
四
智
帥
ち
大
圓
鏡
智
、
卒
等
性
智
、
妙
観
察
智
、
成
所
作
智
と
良
知
と

の
關
係
を
窺
見

せ
ん
。
良

知
は
本
艦
論

的
立
脚
地
よ
り
し

て
萬
有

一
膿
の
李
等
観
を
な
す
と
共
に
其

の
中
、
厚
薄
親
疎
の
諸
相
を
認
め
て
差
別

観
を
な
す
を
読

く
が
、
こ
れ
四
智
の
中
第
二
の
李
等
性
智

(
報
身
)
を
以
て
其

の
差
別
相
を
認
む
る
所
と
通
す

る
を

畳
ゆ
。
叉
、
李
等
性
智
は
上
述

の
如
く
仁
愛
的
同
髄
観
を
読
く
所
と
も
類
す
。
本
來
良
知
の
昭
明
霊
畳

に
し
て
萬
物

を
洞
照
せ
ざ
る
所
無
き
は
自
性
の
清
浮
無
垢

に
し

て
法
界
に
周
圓
し
柄

々
乎
と
し

て
昭
耀
せ
ざ
る
な
き
大
圓
鏡
智

(

法
身
)
に
相
當
し
、
或
は
、
良
知
の
自
ら
生
成

不
息

に
し

て
物

に
鷹
じ
時
庭

に
從
ひ
凝
易
運
行
無
窮
な

る
は
語
獣
動

艀

上
に
自
性
顯
現
し
憂
化
自
在

の
作
用
を
す

る
を
樗
す

る
成
所
作
智

(
化
身
)
に
類
し
、
或
は
亦
、
人
欲
を
去
り

て

純

一
の
天
理
を
存
し
昭
明
の
良
知
を
致
し
て
舞
舜

の
聖
位
に
至
れ
ば
明
鏡
の
物
を
照
す
如
く
萬
境
如
如

の
相
を
具
現
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す
る
は
佛
果
を
得
て
諸
法
の
實
相
を
観
察
し
て
分
別
心
を
起
さ
す
自
性
を
離
れ
ざ
る
を
稻
す
る
妙
観
察
智

(
報
身

)

に
も
其

の
意
通
す
る
を
見

る
。
叢
を
以
て
良
知
に
於
て
も
か

、
る
四
智
を
具
有
す

る
と
謂

ふ
べ
き
な
ら
ん
。

良
知
は
元
來
経
験
的
知
識
帥
ち
見
聞

に
因
ら
す
し

て
存
す
る
と
錐
も
見
聞

ば
良
知
的
霊
性

の
用

に
非
ざ

る
な
く
而

し
て
良
知
は
見
聞
に
因
り

て
流
滞

せ
ら
れ
ざ

る
も
見
聞
を
離

る
、
事
能
は
ざ
る
な
り
。
見
聞
は
決
し
て
學
問
の
大
頭

磯
に
非
ざ

る
も
.專
ら
見
聞

の
未
梢
に
の
み
留
念
せ
ば
畢
覧
第
二
義
に
落
在

せ
ざ

る
を
得
ず
。

良
知
不
由
見
聞
而
有
、
而
見
聞
莫
非
良
知
之
用
、
故
良
知
不
滞
於
見
聞
、
而
亦
不
離
於
見
聞
…
…
…
今
云
、
專
求

之
見
聞
之
未
、
則

失
却
頭
磯
、
而
巳
落
在
第
二
義
突
…
…
…
若
圭
意
頭
拶
專
以
致
良
知
爲
事
、
則
凡
多
聞
多
見
莫

非
致
良
知
之
功
、
蓋
日
用
之
間
醇
酢
錐
千
頭
萬
紹
、
莫
非
良
知
之
駿
用
流
行
、
除

郡
見
聞
醇
酢
、
亦
無
良
知
可
致

奥
、

(
全
書
巻

二
)

此
の
良
知
と
見
聞
と
の
關
係
は
暉

に
於
け
る
眞
心
と
見
聞
畳
知
と

の
關
係
に
相
類
す
る
如
し
。
眞
心
は
見
聞
畳
知
に

所
属
す
る
と
錐
も
決
し

て
見
聞
畳
知
を
離

れ
す
、
但
、
見
聞
畳
知
上
に
於
て
見
解
を
起
し
動
念
す

べ
か
ら
ざ
る
も
の

と
し
、
亦
、
見
聞
畳
知
を
離
れ
て
心
を
求
め
法
を
取
る
勿
れ
と
読
く
。

「
壇
経
」
に
於
て
は
細
説

せ
ざ
る
も
其

の
意

/

を

得
し

と
見

る

ぺ
し
。

不
離

見

聞
縁

、
超
然

登

佛
地

、

.

(
機

縁
第

七
)

陽

明

の
提
唱

す

る
知
行
合

一
読

は
畢

覧
佛

敏

に
所

謂

「
解

行
壁

修
」

並

に

「
畳

行
圓
満
」

の
妙
旨

を

表
示

せ
し
も

王
胆吻明
の
思
想
と
六
謝阻
法
ぬ費
壇
経

・

"

(
八
)
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王
陽
明
の
懸

と
六
麗
婆

綾

.

(九
)

の

、
如

く
に
し

て
灘
學

に
所
謂

「
修
謹

一
如
」
底
と
も
或
は

定
慧

一
髄

、
,不
是

二
、
定
是
慧
禮
、
慧
是
定
用
、

-L

(
定
慧
第
四
)

に
於
け
る
定
慧

一
腱
観
と
も
相
類
す
る
と

も
按

ぜ
ら
る
。
遣
遙
自
在

の
妙
用
を
現
せ
ば
萬
物
悉

く
心
の
儘

に
蓮
行
せ

ら
れ

「
心
行
卒
直
」

(
般
若
第

二
)
の
如
く
総

て
の
行
欝
は
心
と

一
致
し
心
と
合

一
せ
ざ
る
事
な
き
と
謂

ふ
べ
し
。

こ
れ
灘
學

に
於
け
る
心
性

の
合

一
的
活
動

に
し
て
所
謂

「
無
心
」
、
「
無
念
」

の
歌
態
を
示
せ
し
な
ら
ん
。

陽
明
が
心
の
本
艦
即
ち
性
の
善
な
く
悪
な
き
を
読
く

「
全
書
」
霧

三
に
於
け
る

無
善
無
悪
是
心
之
膿
、

無
善
無
不
善
性
原
是
如
此
、

性

之
本
膣
原
是
無
善
無
悪
的
、

＼

等
は
佛
性
の
非
善
非
悪
を
説
く

-

慧
能
云
、
不
思
善
不
思
悪
、
正
與
塵

時
、
那
箇
是
明
上
座
本
來
面
目

.
慧
明
言

下
大
悟
、
…
…
…

一
者
善

二
者
不

善
、
佛
性
非
善
非

不
善
、
是
名

不
二
、

(
行
由
第

一
)

の
灘
旨
と
相
異

せ
ざ
る
な
き
な
り
。
こ
れ
陽
明
が
親
ら

「
佛
氏
亦
無
善
無
悪
、
何
以
異
」

(
全
書
雀

一
)
と
樗
謂
す

る
所
に
徴
し
て
も
王
灘

の
性
無
善
無
悪
説
の
通

牛
る
を
知

る
に
足
る
。
葡
し
て
此
の
性

の
無
善
無
悪
と
は

即
無
善
無
悪
是
謂
至
善

,

(
全
書
巻

一
)
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と
て
善
悪
の
封
立
性
を
超
絶
せ
し
欝

的
善
即
ち
至
上
善
な

る
を
示
せ
し
も

の
な

る
事
分
明

に
し
て
輝
學
に
於
け
る

佛
性

の
至
善
な

る
事
も
論
を
倹
た
ざ
る
な
り
。

か
く
の
如
く
未
機

の
心
膿
は
至
善
即
ち
無
善
無
悪
な
り
と
錐
も

「
有
善
有
悪
是
意
之
動
」
(
全
書
巻

三
)
或
は

「
毅

用
上
、
也
原
是
可
以
爲
善
、
可
以
爲
不
善
的
」

(
同
上
)

と

て
心
意
の
登
動

上
に
於
て
始
め
て
善

悪
の
別
を
生
起
す

る
に
至
る
。
こ
れ
即
ら
輝

の
所
謂
佛
性
は
無
善
無
不
善

の
至
善
な
る
も

一
念
思
量
の
庭
に
於
て
正
邪
是
非
善
悪
眞
妄

の
相
を
現
じ
佛
凡
の
分

る
、
所
と
な
す
旨

に
類
す
。

自
性
起

一
念
悪
、
滅
萬
劫
善
因
、
自
性
起

一
念
善
、
得
恒
沙
悪
鑑
、
直
至
無
上
菩
提
…
:
:
:
若
不
思
萬
法
、
性
本

如
察
、

一
念
思
量
、
、名
爲
憂
化
、
思
量
悪
事
、
化
爲
地
獄
、
・思
量
善
事
、
化
爲
天
堂
、

(
幟
…悔
第
六
)

凡
夫
帥
佛
、
煩
櫛
即
菩
提
、
前
念
迷
帥

凡
夫
、
後
念
悟
即
佛
、
前
念
著
境
即
煩
拶
、
後
念
離
境
帥
菩
提
、

'

(
般
若
第
二
)

此
の
善
悪
も
或
は
天
理
、
人
欲
も
同

「
な

る
心
の
作
用

の
合
理
的
な
ろ
と
否
と
に
依
り
て
名
を
異
に
す
る
と
錐
も

畢
覧
爾
物
あ
る
に
非
す
し
て

一
物

に
蹄
す
。

先
生
日
、
至
善
者
心
之
本
膣

、
本
膿
上
才
過
當
些
子
便
悪
了
、
不
是
有

一
箇
善
郡
叉
有

一
箇
悪
來
相
封
、
故
善
悪

只
是

一
物
、

・

(
全
書
巻

三
)

此
の

「
善
悪
只

一
物
」

の
読
或
は

王
陽
朋
の
思
想
と
六
組
法
賓
壇
経

(
一
〇
)
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王
陽
明
の
思
想
と
六
顧
法
寳
壇
緯

(
二

)

心

唄
也

、
未

雑

於
人

、
謂

之
道

心
、
雑

以

人
傭

、
謂

之
人

心
、
人

心
之
得

其

正
者
帥

道

心
、

道

心
之
失
其

正
者
即

さ

人
心
、
初
非
有

二
心
也
、

(
全
書
霧

一
)

、

に
説
く
道
心

(
天
理
)
と
人
心

(
人
欲
)
乏
の
相
帥

不
二
の
旨

は
暉

の
所
謂
善
悪

一
心
、
迷
悟
不
二
の
説
と
趣
を
同

じ
く
し
或
は
亦

本
性
無

二
、
無

二
之
性
、
名
爲
實
性
、
於
實
性
中
、
不
染
善
悪
、

(
繊
悔
第
六
)

煩
拶
帥
菩
提
、
無

二
無
別
、
若
以
智
慧
照
破
煩
櫛
者
.
此
是
二
乗
見
解
、

(
宣
詔
第
九
)

の

の
思
想
と
も
類

す
る
如
し
。
人
心
、
人
欲
を
除
去
す
る
以
外

に
別
に
天
理
を
存
す
る
功
夫
あ
る
に
非

す
し
て
去
人
欲

の
庭
が
即
ち
存
天
理

で
あ
り
致
良
知
な
り
。

若
無
塵
勢
、
智
慧
常
現
、
不
離
自
「性
、

(
般
若
第
二
)

常
自
見
已
過
、
・
與
道
即
相
當
、

(
同

上
)

無
妄
想
時
、

一
心
是

一
佛
國
、

(
壇
経
、
大
鷹
注
)

麗

に
於

て
も

一
切
の
妄
情
妄
念
を
去
り
て
然

る
後
更

に
佛
性
を
現
前
す

る
の
功
夫
あ
る
に
非
す
し
て
妄
滅
即
眞
現
で

あ
り
煩
幡
を
断
す
れ
ば
帥
ち
謹
得
菩
提
な
り
。
然
も
此
の
理
を
知
ら
ざ
れ
ば

、
去
人
欲
」

の
外
更

に

「
存
天
理
」

の

功
夫
を
致

さ
ん
と
し

「
噺
滅
煩
拶
」
を
外
に
し
て

「
謹
得
菩
提
」

の
工
夫
を
す
る
に
至
る
。
叢
を
以
て
陽
明
或
は
慧

能

は
諸
生

に
卦
し
て
懇
切

に
戒
む

る
所
以
な
り
。
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爾
郡
去
心
と
尋
箇

天
理
、
此
正
所
謂
理
障
、

(
全
書
審
三
)

何
慮
求
眞
佛
、
汝
等
自
心
是
佛
、
更
莫
狐
疑
、
外
無

一
物
而
能
建
立
。

(
付
囑
第

一
〇
)

.

而
し
て
王
灘
雨
學
共
に
吾
心
を
外

に
し
て
理
を
求
め
佛
を
求
む

の
非
を
読
き
斥
外
求
を
高
唱
す
る
な
り
。

理
豊
外
於
吾
心
邪
、

不
可
外

心
以
求
仁
、
不
可
外
心
以
求
義
、
猫
可
外
心
以
求
理
乎
、

此

三
身
佛
從
自
性
生
、
不
從
外
得
、

汝
観
自
本
心
、
莫
著
外
法
相
、

不
見
自
性
、
外
寛
佛
、
起
心
総
是
大
擬
人
、

(
全
書
巻

二
)

(
全
書
巻

二
)

(
俄
悔
第
六
)

(
機
縁
第

七
)

(
付
囑
第

{
○
)

陽
明

の
功
夫
は
心
を
明
鏡
め
如
く
な
ら
し
め

一
切
の
執
着

心
を
去
り
心
上
に
生
起
也
る
好
的
念
頭
を
も
些
子
を
著

け
得
す
総
て
拘
着
重
濡
な
か
ら
し
め
ん
事
を
要
し

鷹
無
所
住
而
生
其
心
、

(
金
剛
経
、
壇
経
、
行
由
第

一
所
牧
)

内
外

不
住
、
去
來
自
由
、
能
除
執
心
、
通
達
無
擬
、

(
般
若
第
二
)

若
見

一
切
法
、
心
不
染
着
、
是
爲
無
念
、
用
即
偏
、

一
切
慮
、
亦
不
著

一
切
慮
、

(
同

上
)

の
灘
旨
と
能

く
通
す

る
を
見

る
。
人
性
本
來
自
ら
清
澤
な

る
に
更

に
心
を
起
し
て
浮

に
著

せ
ば
却

て
妄

想
な
る
を
菟

れ
ざ
る
も
の
に
し
て
浄
縛
と
な
り
障
道
と
な

る
。

王
陽
…明
の
思
想
と
六
租
法
審
ハ嫡
舗輕

(
一
二
)
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王
陽
明
の
思
想
と
六
}耐
法
由賛
壇
輕

.

(
一
一二
)

人
性
本
澤

、
由
妄
念
故
、
蓋
覆
眞
如
、
但
無
妄
想
、
性
自
清
浄
、
起
心
著
澤
、
却

生
浄
妄

…
…
…
作
此
見
者
、
障

自
本
性
、
却
被
津
縛
、
…
…
…
若
著
心
著
浮
、
帥
障
道
也
、

,

(
坐
職
第
五
)

か

～
の
如
き
些
子
の
情
欲
を
根
抵
よ
り
掃
蕩
す

る
純

一
な
る
工
夫
あ
り
て
始
め
て
微
細
な

る
物

に
も
繋
縛

せ
ら
れ
ざ

る
活
濃

々
地
の
妙
庭
が
現
前
し
慧
能

の
所
謂

「
不
立

一
塵
」

底
の
妙
庭
を
得
。

心
随
萬
境
轄
、
轄
露
實
所
幽
、
随
流
認
得
性
、
無
喜
復
無
憂
、

(
臨
濟
録
)

若
圭
宰
定
時
與
天
運

一
般
不
息
、
錐
酬
酢
萬
鍵
、
常
是
從
容
自
在
、

(
全
書
巻

一
)

5

、

但

一
切
善
悪
都
莫
思
量
、
自
然
得
入
清
澤
心
膿
、

(
宣
詔
第
九
)

上
掲
の

「
鷹
無
所
住
而
生
其
心
」

は
元
來

「
金
剛
経
」

の
語
な
る
が
慧
能
は
之

に
依
り
て
謹
悟

せ
し
が
故

に

「
鷹
無

所

住
而
生
共
心
」

の
語
と
慧
能
と
は
不
可
離
的
關
係
を
有
す
る
も
の
で
慧
能
め

思
想
を
槍
討
す
る
上

に
於

て
も
看
過

さ
れ
得
ざ
る
職
語
で
あ
り
灘
の
公
案
た
り
。

、

隻

陽
明
は
丙
修
的
功
夫
の
補
助
と
し
て
師
友
問
學

の
必
要
を
説
示
し
て
曰
く

、

此
事
必
須
得
師
友
時
々
相
講
習
切
劉
、
自
然
意
思
日
新

、

(
全
書
雀
六
)

如

此
亦
只
是
終
日
與
塁
賢
印
封
、
是
箇
純
乎
天
理
之
心
、
任
地
讃
書
、
●亦
只
是
調
撮
此
心
而
巳
、
何
F累
之
有
、

(
全
書
巻

三
)

と
。
か
く
心
を
調
振
し

て
聖
賢

に
印
封
す

る
に
は
護
書

の
法

に
因
る
べ
き
で
師
友
と
の
問
學
琢
磨
と
共
に
致
知
の
自
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省
的
勃
夫
に
必
須
敏
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
と
錐
も
唯
、
圭
從
本
末
を
顛
倒
せ
ざ
る
を
要
す
る
の
み
。

.即
須
廣
學
多
聞
、
識
自
本
心
、
達
諸
佛
理
、

、

(
臓
悔
第
六
)

不
能
自
悟
、
須
求
善
知
識
指
示
方
見
、

(
般
若
第

二
)

、

古
敏
可
照
心
、

・

(
永
準
清
規
、
雀
下
)

王
學

の
内
修
法
と
同
じ
く
灘
學
に
於
て
も
古
敏
、・
善
知
識

の
教
示
に
因
れ
ば
見
性

に

一
段
の
功
あ
る
べ
き
を
読
く
。

然
し
專
ら
問
學
に
著

せ
ば

ー

口
諦

心
行
、
・即
是
轄
経
、
口
諦
心
不
行
、
.即
是
被
経
韓
、

(
機
縁
第
七
)

と
て
聞
見
が
却

て
本
心
を
喪

ひ
唯
、
口
諦
し
て
心
に
修

せ
ざ
る
を
戒

め

「
諸
佛
妙
理
非
關
文
字
」

(
同
上
)
と
迄
諭

し
圭
從

の
別
を
失
せ
ざ
る
を
要
す
。
陽
明
は
か
く
の
如
き
静
的
功
夫
よ
b
も
動
的
工
夫
た
る
事
上
磨
錬

の
方
法
が
最

も
効
あ
る
を
説
く
庭

で
灘

に
於

て
も
二
.六
時
中
喫
茶
喫
飯
運
水
搬
柴

の
問
、
否
行
住
坐
臥
の

「
切
威
に
於
て
恒
.に
直

心
を
行
じ
て
輝

心
を
失

せ
ざ
ら
し
む
。

道
由
心
而
悟
、
量
在
坐
也
。

(
宣
詔
第
九
)

一
行
三
昧
者
於

一
切
腱
、
行
住
坐
臥
、
常
行

一
直

心
、

(
定
慧
第
四
)

佛
法
在

日
用
腱
、
行
住
坐
臥
慮
、

、

(大
悪
普
箆
騨
師
書
、
上

國
課
陣
學
大
威
本

)

畢
覧
王
暉
雨
學
は
動
静
爾

工
夫
を
立
し
静
時
に
は
戒
愼
し
動
時
に
は
省
察
し
動
と
静
と
は
共
に
致
知
見
性
の
田
地

王
陽
明
の
思
想
と
六
胆
法
寳
壇
鰹

,

(
一
四
)
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王
陽
明
の
思
想
と
六
組
法
寳
壇
輕

に
非
ざ

る
は
無
き
な
り
。
陽
明
は

動
静

一
理
也
、

、

,

(
全
書
巻
二
)

動
亦
定
、
静
亦
定
、

(
同

上
)

動
静
合

一
、

(
全
書
巻
四
)

と
て
動
中
静
、
静
中
動
、
帥
ち
動
静

一
如
観
を
読
く
が
輝

に
於
て
も

動
静
常
理
、
成
就
自
然
之
理
、

.

(
修
心
訣

)

静
闇

一
如
、

・

バ

大
慧
書
、
上
)

動
静
無
心
、

(
機
縁
第
七
)

と
記
す
る
如
く
動
静

一
如

の
端
的
を
読
く
。

陸

王
の
學
否
儒
教

の
立
脚

は
世
間
法
的

に
し

て
究
極
の
露
、

た
ざ
る
な
り
。
儒
敏
と
立
場
を
異

に
す
る
佛
漱
殊

に
灘
學
に
於

て
も

若
欲
修
行
、
在
家
亦
得
、
不
由
在
寺
、

佛
法
在
世
間
、
不
離
在
畳
、
離
世
覚
菩
提
、
恰
如
求
兎
角
、

(
一
五

)

、

修
身
齊
家
よ
り
し

て
治
國
卒
天
下
に
至
る
は
論
を
侯

(
疑
問
第
三
)

、

(
般
若
第

二
)

と
て
世
間
法
的
に
し
て
期
す
る
庭
必
ら
す
救
世
濟
民

に
存
す

べ
き
と
錐
も
概
し
て
出
世
間
的

に
傾
向
す
る
は
否
定
ざ

れ
得
す
。
叉
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恩
則
親
養
父
母
、
義
則
上
下
相
憐
、
譲
則
愈
卑
和
睦
、
忍
則
衆
悪
無
喧
、

(
疑
問
第
三
)

ゐ

ぴ

敬
上
念
下
濟
恒
孤
貧
、
名
慧
香
、

.

(
戯
悔
第
六
)

と
も
読
く
と
錐
も
要
す
る
に
五
倫
五
常

に
關
し
て
は
陸
王
等

の
儒
家
の
如
ヌ
重
覗
せ
ざ

る
庭
あ
る
を
管
ゆ

、

次

に
陽
明
の
四
言
教
と
灘
思
想
と
の
關
係

に
就
て
論
述
せ
ん
と
す
る
が
本
論
稿

に
於
て
は
至
極
簡
明

に
述

べ
ん
と

す
。四

言
教
第
」一
句

に
於
け
る
性

の
本
質
を
表
詮
す

る
、

(
無
善
無
悪
是
心
之
膿
L
の
思
想
は
灘

の

「
佛
性
非
善
非
不

善
」

(
行
由
第

一
)
に
相
當

し
、
善
悪
の
起
庭
を
説
く
第
二
句

の

「
有
善
有
悪
是
意

之
動
」
は

「
前
念
迷
帥

凡
夫
、

後
念
悟
帥
佛
,
前
念
著
境
即
煩
衡
、
後
念
離
境
帥
菩
提
、

(
般
若
第

二
)
の
旨

に
通
す
る
を
見

る
。
而
し
て
良
知

の

ま

用
を
読
く
第
三
句
の

「
知
善
知
悪
是
良
知
」
は

「
観
諸
善
悪
境
相
、
自
心
不
齪
」

(
幟
悔
第

六
)

と
て
慧
能
の
思
想

の
根

本
を
な
す
自
性
も
知
善
知
悪
的
作
用
を
な
さ
ざ
る
無
く
、
第

西
句

の

「
爲
善
去
悪
是
格
物
」

は
煩
幡
を
断
滅
し

て
菩
提
を
謹
得
す

る
と
等
し
く

「
観
照
自
心
、
止
悪
行
善
」

(
幟
悔
第
六
)

の
旨
と
相
類
す
る
如
し
。

此
の
陽
明
の
四
言
教
の
見
解

に
於
て
漸
修
頓
悟

の
爾
涙

の
意
見
が
生
し
鏡
緒
山
は
心
膿
は
無
善
無
悪
な

る
も
人

に

は
習
染

心
あ
り
て
心
意

の
螢
動
上
、
善
悪
の
別
を
生
起
す
る
を
以
て
格
物
、
致
知
、
誠
意
、
正
心
、
修
身
の
功
夫

に

因
り
性
膣

に
復
蹄
寸
る
を
要
す
と
説
き
王
龍
漢

は
心
の
本
膣
が
無
善
無
悪
の
至
善
な
れ
ば
意
知
物
悉
く
無
善
無
悪
な

ら
ざ

る
べ
し
と
説
く
。
緒

山
が
提
示
せ
し
陽
明
の
所
謂

王
陽
購
鯉の
思
想
と
山ハ
湘
"法
　質
壇
経

(
一
山ハ
)
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王
陽
明
の
思
想
と
六
祀
法
寳
壇
経

(
↓
七
)

無
善
無
悪
是
心
之
醗
、
有
善
有
悪
是
意
之
動
、
知
善
知
悪
是
良
知
、
爲
善
去
悪
是
格
物
、

(
登
書
巻

三
)

の
四
言
教
を
漸
修
的
四
有
的
四
句
訣
と
樗
す
る
に
封
し
龍
漢
が
提
唱
せ
し

若
読
心
艦
是
無
善
無
悪
、
意
亦
是
無
善
無
悪
的
意
、
知
亦
是
無
善
無
悪
的
知
、
物
亦
是
無
善
無
悪
的
物
尖
、

(
同

上
)

哺

の
四
言
教
を
頓
悟
的
四
無
的
四
句
訣
と
稽
す
。

此

の
天
泉
橋
上
に
於
け
る
陽
明
と
龍
漢
及
び
緒
山
と

の
謹
道
的
読
話
は
灘
家

に
於
け
る
五
租
弘
慰
門

下
の
二
天

龍

象
た

る
慧
能
及
び
紳
秀
の
黄
梅
山
上
の
問
答
法
並

に
慧
、
神

の
思
想
的
傾
向
と
頗

る
相
似

た
る
を
見
る
。
神
秀

の
偏

た
る身

是
菩
提
樹
、
心
如
明
鏡
毫
、
時
時
勤
彿
拭
、
勿
使
惹
塵
埃
㌔

㌔

(
行
由
第

一
)

は
所
謂
北
漸
的
暉
風
に
七
て
緒
山
の
漸
修
的
手
法
と
共
の
思
想
的
方
面
と

に
於
て
相
通
す

る
如
し
。
慧
能

の
掲

に
所

謂

ー

菩
提
本
無
樹
、
明
鏡
亦
非
毫
、
本
來
無

一
物
、
何
腱
惹
塵
埃
、

(
同

上
)

は
所
謂
南
頓
的
麗
風

に
し
て
龍
漢
の
頓
悟
自
然

の
旨

に
類
す
る
如

し
。
王
龍
漢
と
慧
能
と
は
土
ハ
に
本
膿
を
看
取
す
る

＼

謹
悟
を
先
き
に
し
、
銭
緒
山
と
紳
秀
と
は
本
膿
を
蒙
蔽
す

る
私
欲
上
に
功
夫
を
な
す
を
先
き
に
せ
し
な
り
。
要
す

る

に
陽
明
は
頓
漸
爾
教
を
是
認

し
龍
漢
、
緒
山
の
爾
説
共

に
各

々
學
問
の
要
と
し
て
首
肯

せ
し
が
如
く
、
弘
忍
の
慧
能
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紳
秀
に
封
す
る
態
度
も
亦
然
り
。
頓
悟
的
輝
風
を
帯
び
し
六
祀
慧
能
と
錐
も
陽
明
の
態
度
と
同
じ
く

法
無
頓
漸
、
人
有
利
鈍
、
故
名
頓
漸
、

(
頓
漸
第
八
)

ね

法
即
無
頓
漸
、
迷
悟
有
逞
疾
、

(
般
若
第
二
)

と
読
示
す
る
如

く
人
の
利
鈍
に
因
り
て
頓
漸

の
爾
敏
あ
る
を
認
む
。
頓
漸
の
雨
者
共

に
相
鷹
し
て
始
め
て
王
暉
雨
學

の
眞
面
目
を
登
揮
す
る
を
得

べ
し
。

陽
明
思
想
の
殆
ん
ど
全
般
に
亘
り
て

「
六
租
法
寳
壇
輕
」

に
於
け
る
六
租
慧
能
の
灘
的
思
想
と
に
就
い
て
槍
討

せ

し
が
陽
明
學
の
儒
教
的
立
場
と
灘
學

の
佛
教
的
な
そ
れ
と
は
各
々
自
ら
趣
を
異

蕉
す
る
と
錐
も
其
の
思
想
的
方
面
は

勿
論
、
功
夫
論
其
の
他

に
於
て
も
王
麗
爾
學
全
く
符
を
合
し
揆
を

一
に
す
る
も
の
と
謂

ふ
を
得
痴
き
な
り
。
陽
明
は

「
良
知
」
を
以
て
彼
が
思
想
の
根
幹
と
し
て
學
読
を
開
展

せ
し
は
、
六
租
慧
能
が

「
自
性
」
を
中
心
的
思
想
と
レ
て

縄
風
を
墨
揚
し
輝
旨
を
唱
読
せ
し
と
同
じ
く
共
の
雨
者
の
根
本
的
な
良
知
と
自
性
と
の
思
想
的
内
容
は
共
に
相
通
す

る
を
畳
ゆ
。
陽
明
は
龍
漢
、
緒

山
の
爾
思
想
的
傾
向
を
自
家
の
學
風
と

せ
し
が
、
勿
論
其

の
重
黙
は
龍

漢
の
頓
悟
自
性

門
的
思
想

に
傾
向
す
る
も
の
に
し
て
、

六
租
慧
能

の
南
頓
的
灘

風
と
顯
著

に
同
通
す
る
所
あ

る
を
首
肯
さ
れ
得
る
。

此
の
王
灘
爾
學
の
思
想
的
關
係
の
論
述
よ
り
考
察
す
る
も
陽
明
思
想
が
諸
暉
籍
中
殊
に

「
六
祀
壇
経
」
の
思
想
・と
全

く
符
節
を
合

し
、
最
も
密
接
な
關
聯
を
有
す
る
も
、の
な
る
所
よ
り
、
且
ρ
陳
建
の
所
謂

　

　

陽
明

一
生
講

學
是

奪
信
達

磨

慧
能

、

(
學
蔀

通

辮
、
績

下
、
五

丁
、

和
刻
本

)

・

王
陽
明
の
患
想
と
六
粛
法
寳
壇
経

(
一
八
)

A
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王
陽
明
の
田心想
と
山へ
組
法
寳
壇
纏

(
一
九
)

或

は
陽
明

自
作

の

「
山
信
」

の
詩

允

る

・

ひ

　

　

巖

下
藷
然
老
病
僧
、
曾
求
佛
法
禮
南
能
、
論
詩
自
許
窺
三
昧
、
入
聖
無
梯
出
小
乗
、
高
閣
松
風
瓢
夜
磐
、
石
床
花

雨
落
寒
燈
、
更
深
月
出
山
聰
曙
、
漱
歯
焚
香
諦
法
樗
、

'

(
全
書
審

二
〇
)

に
於
け
る

「
禮
南
能
」

及
び

「
壇
経
」
中

の
語
句
を
巧
に
轄

用
す

る
所

に
徴
す
る
も
陽
明
は
慧
能
を
私
淑
奪
信
し
て

其

の
縄
風
、
暉
旨

に
心
酔
し
著
し
く
影
響
を
受
け
し
も
の
と
思
は
る
。
藪
を
以
て
蓋
し
陽
明
は

「
六
祀
壇
経
」
を
親

し
く
愛
諦

せ
し
も
の

～
如

く
、
之
に
依
り
て
思
想
を
錬
成
し
彼
が
輝
的
な
る
思
想
を
盆

々
醸
成

せ
し
と
按
ぜ
ら
る
。

　

り

其

の
所
謂

「
禮
南
能
」

に
就

て
は
蓋
し

「
南
能
」
と
は

「
壇
輕
」

に
所
謂

「
入
皆
繕
南
能
北
秀
」

(
頓
漸
第
八
)

に

徴

し
六
祀
慧
能
を
指
示
す
る
も
の
に
し
て
、
其

の

「
南
」
と
は
六
祀
が
南
方
に
行
化
せ
し

に
因
り
、
或
は
慧
能

の
灘

●

,

風
を
紳
秀
の
北
修
灘
と
稻
す

る
に
封
し
南
頓
灘
と
稽
謂
す
る
に
因
る
も
の
に
し
て
、
其
の

「
能
」
と
は
勿
論
慧
能

の

能

を
示
す
も
の
な
る
事
首
肯
さ
れ
得

る
。

.

-

要
す
る
に
陽
明
思
想
と

「
六
組
壇
経
」

に
於
け
る
慧
能

の
麗
的
思
想
と
は
全
く
符
を
合
す

る
も
の
と
謂
ふ
べ
く
陽

明
が
如
何
に
六
祀
慧
能
を
曾
崇

し

「
壇
経
」
を
通
じ
て
其

の
輝
旨

に
啓
磯
さ
れ
鮮
か
ら
す
影
響
を
受
け
し
な
ら
ん
と

按

ぜ
ら
る
。
以
上
、

(昭
;

、
六
、
二
〇
、
脆
稿
)
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